
 

洗濯機に炊飯器，冷蔵庫，電子レン

ジ，エアコン‥．いわゆる白物家電と

言われるこれらの製品のお世話になっ

たことのない人はいないであろう．い

やいないどころか，今やこれらなしに

は生活が成り立たないのではないだろ

うか．今回の訪問記は，そんな私たち

のいちばん身近にあり，生活を豊かに

便利にしてくれる機械“白物家電”を

開発・製造している東芝家電製造

（株）の愛知工場にお邪魔した．

 

東芝家電製造（株）は，2003年

に（株）東芝から分社化した東芝コン

シューママーケティンググループの白

物家電製品の開発設計・製造会社であ

る．東芝が国産第一号の電気冷蔵庫と

電気洗濯機を開発してから76年．

はじめに

東芝家電製造（株）　

愛知工場

2005年には，電気冷蔵庫，電気洗

濯機共に累計生産台数4千万台を越

えたというから驚きである．

その中でも愛知工場（図1）では，

主力製品であるランドリー機器をはじ

め食器洗い乾燥機，IHクッキングヒー

タ，生ごみ処理機など60年以上にわ

たり東芝ブランドの家電製品を造り続

けている．

ところで愛知工場の概要を伺うため

訪れた事務棟の入口では，愛知工場の

主力製品であるドラム式洗濯乾燥機が

出迎えてくれる（図2）．音も静かで

振動もない．本当に稼動中なのかと疑

いたくなってしまうほどである．その

上，省エネ．水や電気，洗剤さえも節

約できるという．取材班一同思わず欲

しいと思わされる逸品であった．

 

今回見学させていただいた工場は大

きく分けて2種類．部品を作る“成

部品から製品まで　

～工場潜入～

形工場”と，製品への組立を行う“組

立工場”だ．

成形工場に入ると，いかにも工場と

いう感じで広い空間に大小さまざまな

機械が並んでいた．ガシャーン，ガ

シャーンという音が一定のリズムであ

ちらこちらの機械から聞こえてくる．

ここでは，プラスチック部品の成形や

バランスリング，モータなどの製造が

行われていた．バランスリングという

のは，洗濯乾燥機のパーツの一つであ

り，リング内に入っている水の力を利

用し，衣類の置き方の偏りによって生

じる振動を抑える役割を持つものであ

る．この部品のおかげで無造作に入れ

ている洗濯物がきちんと洗濯されてい

るのだ．洗濯物を入れればきれいにな

るのは当たり前．そんな当たり前をこ

こにある部品一つ一つが支えているの

だと思うと感慨深い．またここでは企

業秘密ということで写真ではお見せで

きないが，モータのコイルを巻く機械

も見せていただいた．コイルを巻くと
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人々の生活を創る・ 
　  支える・豊かにする
～東芝家電製造（株）愛知工場～ 

図１　東芝家電製造（株）　愛知工場 図２　ドラム式洗濯乾燥機



いうのは難しい部分らしいのだが，こ

れがもう本当にきれいにかつ正確に巻

かれていくのである．苦労を重ねた末

に現在のような技術が開発されたそう

だ．そしてもう一つこの工場内で興味

深かったのは振動溶着装置である．洗

濯機にとってやっかいな問題のひとつ

が水漏れである．しかしプラスチック

のパーツ同士をくっつけるとき，接着

剤を使ったのではなかなかうまくいか

ない．それをこの振動溶着装置は振動

と加圧によって両パーツを溶着してし

まうという．

また次に向かった組立工場ではドラ

ム式洗濯乾燥機と IHクッキングヒー

タの組立ラインを見学した．ドラム式

洗濯乾燥機のラインは，洗濯槽のドラ

ムを，平板を曲げ作製するところから

始まる．その際，この板の留め部には

注意が必要だ．洗濯槽は1分間に 

1 400～1 500回転という高速で回

転する．そのため何百キロという力が

加わるので，この部分がしっかりして

いないと大事故になる可能性がある．

ここは各社回転数や性能に関わってく

る部分なので苦労するのだとか．また

次にドラムがきちんと真円になってい

るのかの検査を行う．きちんとした真

円になっていないと振動してしまうた

め，厳しいチェックが入る．次に登場

したのがドラム支えと呼ばれる部品

だ．これは文字どおり，ドラムを支え

るものなのだが，アルミダイキャスト

でできており大きさと強度を持ち合わ

せ，洗濯槽の高速回転にも耐えられる

ようになっている．これにモータが取

り付けられ，だんだんと洗濯乾燥機ら

しいカタチになってくる．そしてライ

ンの最後では，見慣れた洗濯乾燥機が

姿を現す．出来上がった製品を待ちか

まえるのは，製品検査だ．実際に水を

入れ稼働させ，水漏れはないか，変則

的な電圧にも耐えることができるのか

など，お客様のもとに出荷できる製品

となっているかの厳しい検査が行われ

る．製品検査があるのは予想できた

が，実際に水を入れて稼働させてみる

ところまでやっているのは驚きであっ

た．

次に見せていただいたのは IHクッ

キングヒータの組立ラインである．こ

こでは先程の洗濯乾燥機のラインとは

明らかな違いが見受けられた．洗濯乾

燥機のラインでは，長いラインに何人

もの人が立ち，流れ作業で組立が行わ

れていた．それに対し，こちらでは一

人が一台の製品を最初から最後まで組

み立てるという，セル方式での組立が

行われていた．これは製品の大きさに

よるもので，一人で自由に組み立てら

れるサイズのものかそうでないかの違

いによって分けられているそうだ．そ

して，ここでも厳しい製品チェックの

光景が目に飛び込んできた．決められ

た量の水を規定の時間である温度まで

温めることができるのか，実際に一台

一台検査される．洗濯乾燥機の時もそ

うであったが，一台たりともこの検査

なしに出荷されることはないという．

そして検査に合格し，出来上がった

製品だけが梱包され全国へと出荷され

ていくのである．

 

工場見学を終え，いくつか疑問に

思ったことを聞いてみた．

―組立工場では予想以上に人の手に

より行われている作業が多いと感じた

のですが．

「一時はねじとかはロボットでとい

う話もありました．しかし日本はライ

フサイクルが非常に早く，1年でモデ

ルチェンジをしていかなくてはならな

いという事情もあり，人が行ったほう

が柔軟に対応できるのです．最小限は

自動化していますが，人でやったほう

が便利なことが多いのが現状です．」

―あの工場を見ると，電気屋さんで

売られている製品が安いと感じてしま

うのですが．

質問タイム

「確かに，いろいろな所でいろいろ

な人の手も借りているし，部品もつ

くっている．製品は本当に技術の結集

によって生み出されています．」

―全製品を検査するというのはすご

く驚きだったのですが，もし欠陥が発

見された時，その製品はどうなるので

しょうか．

「もう一度作り直せるものは作り直

します．悪いところを調べ，そこを直

して，もう一度検査工程を通します．

致命的な問題点があり，直せない時は

破棄という形になってしまいますね．

検査に合格したものだけを出荷してい

ます．」

自分たちが思っている以上に人の手

や，苦労がそこにはあるのだと再確認

した．

 

ここでは実際に電子レンジ，IHクッ

キングヒータ，ドラム式洗濯乾燥機の

開発に携わる三人の開発者から，今こ

れらの家電がどのような進化を遂げて

いるかなど，普段は見ることのできな

い製品の内部を見ながらお話を伺った

（図3）．

5.1　電子レンジ

普段は電子レンジを分解しなければ

決して見ることのできないマグネトロ

ンと呼ばれる部分を見せていただ 

い た．電 子 レ ン ジ と い う の は， 

2 450MH zという非常に高い周波数

の電波（マイクロ波）を使い食品を温

める．このマイクロ波を出す装置がマ

グネトロンなのである．なぜこのマグ

ネトロンが普段目にすることがないか

というと，ここには4 000ボルトと

いう高電圧がかかるため，誤って触っ

たりしないように内部に収められてい

るためだ．電子レンジの仕組みとして

は，マグネトロンにより出されたマイ

クロ波を使って食品中に含まれる水分

子を揺らし，その摩擦熱で食品を温め

開発現場最前線
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るのである．

また皆さんは家の電子レンジで，

ターンテーブルの上の食器がひっかか

りうまく回らず偏った温まり方をした

経験はないだろうか．このような事態

を解決するため，現在の電子レンジ

は，食品を回転させるのではなく電波

の放出部を回転させることで，食品を

まんべんなく温める工夫がなされてい

る．このように均一に温めるという本

来の目的と共に，今まではターンテー

ブルの存在によってデットスペースと

なっていた部分が使用可能になり，ス

ペースを広く利用できるようになっ

た．またスチームを使った調理を可能

とするなど電子レンジは日々進化を遂

げているのである．

（※電子レンジの内部は非常に高電

圧です．個人で分解するようなことは

止めましょう．）

5.2　IH クッキングヒータ

“IHクッキングヒータ”はCMの影

響だろうか，“オール電化”という言

葉と共に，最近では随分と浸透してき

たように感じる．IHクッキングヒー

タの加熱の仕組みは，内部のコイルに

電流を流すことにより磁界を発生さ

せ，置いてある鍋に渦電流を流し，鍋

自体を発熱させ調理を行うというもの

である（図4）．熱効率がいいのはも

ちろん，調理台の上がフラットなので

片付けも簡単だ．

しかし今回いちばん驚かされた機能

は自動調理機能だ．温度センサが取り

付けてあり，料理に合わせて温度を管

理してくれるのだ．今回見せていただ

いた IHクッキングヒータはてんぷら

用の鍋が付属しており，温度の管理が

難しいてんぷらを自宅でも簡単に作れ

てしまうというのである．好きなレシ

ピを選択し，鍋に材料をいれれば，気

づいた時には料理が出来ている．そん

な時代がくるのもそう先の出来事では

ないかもしれない．

5.3　ドラム式洗濯乾燥機

今となってはあまり見かけることの

なくなった2層式洗濯機の記憶と共

に，目の前にある最新式のドラム式洗

濯乾燥機を見ると洗濯機もここまでき

たかと思わされる．洗濯物を入れてか

ら約2時間．洗いから乾燥まで終え，

ふっくらと洗いあがった衣類の出来上

がりである．

しかもこのふっくらというところが

みそである．洗濯乾燥機が抱える問題

の一つが乾燥によるしわである．今回

ご説明いただいたヒートポンプを使っ

た洗濯乾燥機は，この問題に正面から

立ち向かった商品である．ヒートポン

プを用いることで，乾いた低温の熱風

を作り出し低温乾燥を行うことが可能

となった．これにより今までの乾燥機

にありがちだった高温乾燥により生ま

れるしわの多いごわっとした乾燥では

なく，天日干しのようなふっくらとし

た，よりしわの少ない乾燥ができるよ

うになったのである．

 

最後に今回お話を伺った第一線で活

躍されている三人の開発者から，機械

機械系学生への

メッセージ
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図３　古田さんより説明を受ける取材班

図４　IHクッキングヒータの仕組み

渦電流
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系学生へのメッセージをいただいた．

「基礎をしっかりとやって欲しい．

基礎的な知識は絶対役に立つので嫌が

らず，興味を持って学んで欲しい．い

ろんなところに興味を持って基礎力を

つけることが，新しいことへとつな

がっていくのではないかと思います．」

「学生の時から形とか物にとらわれ

ずに，自分だったらこういうのが欲し

い，こういうのを作れたらいいなとか

考えて欲しい．いろんなところに興味

を持っていろんなところに自分のアン

テナを伸ばしてみたら良いのではない

でしょうか．」

「実験を重視して欲しいと思います．

コンピュータでのシミュレーションと

実験とではどうしてもコンピュータの

ほうに人が集まってしまう傾向がある

と思います．しかし真実はバーチャル

じゃなくてリアルの中にあるので，シ

ミュレーションだけではなく実験を通

じ自ら解を見つけ出す力を持って欲し

いと思います．」

 

今回の取材を通じ，日々何気なく

使っている家電について改めて考えさ

せられた．

開発者の方の言葉で心に残った言葉

がある．開発に行き詰まりを感じるこ

とや，嫌になることはないのか？との

問いにこのような言葉が返ってきた．

「うまくいかない時もあります．で

も頑張っていると，根性論でもなんで

もなく，自分や周りの力を合わせ，必

ず解が出てくるんです．」

最後に

私たちの便利や快適の数だけ，開発

者の苦労，そしてそれを乗り越える努

力がある．人には気づかれないかもし

れない些細な工夫や，頑張りがどこか

で誰かの生活を便利に快適にしている

かも．そう考えただけで，なんだかわ

くわくしてしまう．私たちの生活の中

の笑顔は，そんな開発者たちの努力の

結晶なのかもしれない．

最後になりましたが，ご案内いただ

いた田中照也さん，古田和浩さん，田

村優佳さんにこの場をお借りして心よ

り御礼申し上げます．お忙しい中，本

当にありがとうございました（図5）．

（文責　メカライフ学生編修委員　大

竹理香，大西崇文，奥元敦洋，野村大

輔，増田良太）
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図５　東芝家電製造（株）の皆さんと取材班
（後列左より田村さん，古田さん，田中さん．その他はメカライフ学生委員）


